
R１（２０１９）年度　「運営に関する計画」資料　　生活アンケート　２回目

学校全体　結果

① 学校全体の経年変化　（児童）

☑　Ｈ２９（２０１７）年　　７月

☑　Ｈ２９（２０１７）年　１２月

☑　Ｈ３０（２０１８）年　　７月

☑　Ｈ３０（２０１８）年　１２月

☑　R１　（２０１９）年　　７月

☑　R１　（２０１９）年　１２月

大阪市立南津守小学校
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学校全体の経年変化　

　▶ 学力・体力の向上：取組内容②

　今回の調査で肯定的な回答割合は８８％であった。
前回より２％減少しているが、昨年度、一昨年度の結
果と比較すると向上傾向にあるといえる。

【年度目標】小学校学力経年調査における標準化得点を、前年度
より向上させる。等…

【取組】児童自らが課題を見つけ、授業や宿題以外でも意欲的に
学習に取り組む習慣をつくり、各学年に応じた家庭学習を推進す
る。

【指標】児童を対象に、家庭学習に関する校内アンケートを年２
回（５月・２月）行い、家庭学習に対して肯定的な回答をした児
童の割合を向上させる。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　国語科の授業を通して向上を図る項目である。年度
目標達成の判断は、結果として学力が向上したかどう
かである。
　肯定的な回答割合は８８％であり、前回７月や昨年
度の割合とほぼ同じであるが、Ａの割合は増加してい
る。学年別の結果では、低学年、高学年でＡの割合が
増加していた。

　▶ 学力・体力の向上：取組内容①

【年度目標】小学校学力経年調査における標準化得点を、前年度
より向上させる。等…

【取組】児童の学習意欲と漢字の定着を図るために、各学期末に
南津守小学校独自で作成した「南津守漢字検定」に取り組む。

【指標】児童を対象に、漢字に関する校内アンケートを年２回
（５月・２月）行い、漢字に対して肯定的な回答をした児童の割
合を向上させる。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫
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質問１ 国語の授業の中で、「できた」「わかった」と感じることが多くある。(児童) 
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質問２ 算数の授業の中で、「できた」「わかった」と感じることが多くある。(児童) 
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学校全体の経年変化　

　▶ 学力・体力の向上：　　―

　肯定的な回答割合は７６％であり、前回より－３％
となった。今後も学級での働きかけと、学校全体での
取組を継続していく。

　ここ２年ほど運営に関する計画の目標には挙げていない
が、ここ数年継続的に取組を進めてきた項目である。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 学力・体力の向上：取組内容③

　授業中の多様な学習形態の在り方が反映される項目
である。今回の結果では肯定的な回答割合が８４％で
あり、経年変化で見ると徐々に向上しているといえ
る。

　今後は、より多くの児童が「Ａよくあてはまる」と
回答できるよう、学習形態だけでなく、対話の質を向
上させる学び手立てを考えていきたい。

【年度目標】小学校学力経年調査・校内調査における「学級の友
達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児
童の割合を、前年度より向上させる。
【取組】児童の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた指
導者の授業改善を目的とした研究を進める。単元内における形成
的評価を取ることにより児童の変容を掴み、指導者の効果的な働
きかけの在り方を捉える。
【指標】・「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」に関
する意識調査を年２回(５月・２月)に実施し、学習に対する意識
を向上させる。
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質問３ 読書は好き。(児童)
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質問４ 授業中、友達と一緒に考えたり、話し合ったりする活動がよくある。(児童)
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学校全体の経年変化　

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 学力・体力の向上：取組内容⑤

　肯定的回答は８９％である。
　すべての子どもに「運動に親しむ力」を育むため、
今後も体育科の授業を中心に、様々な手立てを考えて
いきたい。

　(今年度の運営に関する計画では、直接関連する項
目は設定していない)

【年度目標】全国体力･運動能力、運動習慣等調査種目の体力合
計点の向上を図る取組として、各学年の児童の課題に応じた「体
力向上プラン」を設定し、３学期に実施する学年重点種目では当
該学年の全国平均値を上回るようにする。
【取組】新体力テストの結果を分析し、各学年の課題に挙がった
重点種目の能力を向上させるために、各学年の「体力向上プラ
ン」を作成し、体育科授業の充実や外遊びの工夫を進めていく。
【指標】各学年の課題に挙がった重点種目を３学期に再度測定
し、当該学年の全国平均値より向上させる。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 学力・体力の向上：取組内容⑤

　肯定的な回答は９２％である。
　
　児童が「できた」「わかった」を実感するるために
は、教材研究、めあてやふりかえりの提示、指導中の
言葉掛け等の授業準備は必要不可欠である。今後も
「Ａよくあてはまる」の割合を増加させていきたい。

【年度目標】全国体力･運動能力、運動習慣等調査種目の体力合
計点の向上を図る取組として、各学年の児童の課題に応じた「体
力向上プラン」を設定し、３学期に実施する学年重点種目では当
該学年の全国平均値を上回るようにする。
【取組】新体力テストの結果を分析し、各学年の課題に挙がった
重点種目の能力を向上させるために、各学年の「体力向上プラ
ン」を作成し、体育科授業の充実や外遊びの工夫を進めていく。
【指標】各学年の課題に挙がった重点種目を３学期に再度測定
し、当該学年の全国平均値より向上させる。
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質問５ 運動やスポーツなど体を動かすことが、好き。 (児童)
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質問６ 体育の授業の中で、「できた」「わかった」と感じることがある。(児童)
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学校全体の経年変化　

　

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 学力・体力の向上：取組内容④

　肯定的な回答は９５％であり、高い割合である。年
度目標に掲げた「前年度より向上」は、僅かではある
が上回ることができている。
　保護者への調査でも、肯定的な回答は同じ９５％で
あった。
　これまで、毎週の教室チェックを通して朝ごはんの
大切さを伝えてきた。早寝、早起きの取組と同様に、
今後も児童・保護者への働きかけを継続していく。

【年度目標】校内調査等の結果から、基本的生活習慣（早寝・早
起き・朝ごはん）について肯定的な回答をする児童の割合を前年
度より向上させる。

【取組】「早寝、早起き、朝ごはん」の大切さを伝えていく。児
童・家庭への働きかけ方を工夫し、継続的に取り組んでいく。土
曜参観などを利用して、家庭との連携を高める。
【指標】
・週に１度、終わりの会で子どもたちの実態調査を行う。
・月に 1 回、各種たより等で家庭へも情報を発信していく。

　▶ 学力・体力の向上：　　―

　肯定的な回答割合は８４％であり、これまでで最も
高い結果が出ている。
　今後も日々の給食指導に加えて、栄養指導を通して
食に関する知識や理解を高めていきたい。

　運営に関する計画の目標および取組内容には掲げていな
いが、給食委員会による毎日の放送や、栄養指導など、継
続して重点的に取り組んでいる項目である。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

46

44

51

44

45

51

30

32

31

37

36

33

16

17

15

13

14

11

9

7

4

7

4

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017－7月

（全体）

2017－12月

（全体）

2018－7月

（全体）

2018－12月

（全体）

2019－7月

（全体）

2019－12月

（全体）

よくあてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

あてはまらない

質問７ 栄養のことを考えて、すききらいをせずに食べている。(児童)
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質問８ 毎日、朝ごはんを食べている。(児童)
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学校全体の経年変化　

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 学力・体力の向上：取組内容④
　肯定的な回答の割合は７８％である。保護者アンケートで
は、肯定的回答が７６％であり、児童の回答とほぼ同じ割合で
ある(保護者回収率は約８３％)。
　年度目標は、前年度より向上させることである。肯定的割合
は前年度と同じであるが、Ａの割合が+６％増加しているのはよ
い傾向である。
　今年度は、毎週の教室チェック、各種たよりでの啓発、外部
講師による睡眠教育をテーマにしたＰＴＡ講演会(土曜授業)、
早寝早起きデザイン募集、総合的な学習の時間(5年)での健康教
育の実践等、これまで様々な取組を実施している。

【年度目標】校内調査等の結果から、基本的生活習慣（早寝・早起き・
朝ごはん）について肯定的な回答をする児童の割合を前年度より向上さ
せる。

【取組】「早寝、早起き、朝ごはん」の大切さを伝えていく。児童・家
庭への働きかけ方を工夫し、継続的に取り組んでいく。土曜参観などを
利用して、家庭との連携を高める。
【指標】
・週に１度、終わりの会で子どもたちの実態調査を行う。
・月に 1 回、各種たより等で家庭へも情報を発信していく。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 安心・安全な社会の実現：取組内容⑥

　肯定的な回答割合は９５％で、前回とほぼ同じであ
る。
　
　このアンケート結果では、９０％以上という年度目
標を達成している。

【年度目標】校内調査等の結果から、「人の気持ちがわかる人間
になりたい」「人の役に立ちたい」と考える児童の割合を90%以
上にする。

【取組】地域の実態に根差した人権教育の研究を進め、「人の気
持ちがわかる人間になりたい」と考える児童の育成を図る。

【指標】授業公開を各学年で年間１回以上行う。また、人権教育
校内研修会を年間１回以上行う。
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質問９ 早寝・早起きをして、規則正しい生活ができている。 (児童)
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質問１０ 人の気持ちが分かる人間になりたいと思う。(児童)
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学校全体の経年変化　

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 安心・安全な社会の実現：取組内容①

　グラフは８０%以上を表示している。
　
　肯定的回答割合は９８%であり、これまでの調査と
変わりない。「Ｃあまりあてはまらない」「Ｄあては
まらない」と回答した児童は、学校全体で９人である
(前回より－２人)。

【年度目標】年度末の校内調査において、学校で認知したいじめ
について、解消した割合を95％以上にする。

【取組】いじめアンケート調査を児童向け・保護者向けに実施
し、いじめの早期発見に努める。発見した場合は解消までの経過
を確認する。また、定期的に生活指導部会を開き、児童の実態把
握に努める。
【指標】生活指導部会を毎月、児童対象いじめアンケート調査・
いじめ対策委員会を年３回（７・１１・２月）、保護者対象いじ
めアンケート調査を年１回（１２月）実施。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 安心・安全な社会の実現：―

　肯定的回答が９３％である。
　
　今後も日々の働きかけ、あいさつ週間の取組等、指
導を継続していく。

　昨年度までは継続して「運営に関する計画」にあいさつの項目
を掲げていたが、今年度は目標としては設定していない。
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質問１１ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。(児童)
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質問１２ 自分から「おはよう(ございます)」「ありがとう(ございます)」などのあいさつをしている。(児童)
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学校全体の経年変化　

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 安心・安全な社会の実現：取組内容④

　肯定的な回答の割合は９２%である。
　この校内調査では年度目標を達成している。
　今後も指導を継続していく。

【年度目標】小学校学力経年調査・校内調査における「学校のき
まり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる
（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を 90％
以上にする。
【取組】学校のきまりを守ることができる児童を育成する。「児
童のやくそく」に則した生活目標と身だしなみ等について、継続
した指導を実施する。

【指標】児童の生活について課題を共有できる場を設定し、共通
理解を図って継続して指導を行う。児童朝会では教員（輪番制）
が気付いたことを伝える。

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 安心・安全な社会の実現：取組内容⑤

　自己有用感を問う項目である。
　肯定的な回答の割合は９４％であり、この校内調査
結果では、年度目標を達成している。

【年度目標】校内調査等の結果から、「人の気持ちがわかる人間
になりたい」「人の役に立ちたい」と考える児童の割合を90%以
上にする。

【取組】　＊直接効果が反省されるような取組は設定していな
い。

【指標】
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質問１３ 学校の「児童のやくそく」を守っている。(児童) 
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質問１４ そうじの時間、いつもいっしょうけんめいに取り組んでいる。(児童)
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学校全体の経年変化　

≪運営に関する計画との関連≫　 ≪結果の概要≫

　▶ 安心・安全な社会の実現：取組内容⑥

　肯定的な回答割合は８０％であり、前年度より少し
向上した。この校内調査では年度目標を達成してい
る。また、２回目の調査で向上が見られたことは、こ
こ数年ではなかったことである。
　全体では向上が見られたが、学級ごとに見ると違い
がある。学級での集団づくりも、児童の自己肯定感に
影響していると考えられる。

【年度目標】小学校学力経年調査、校内調査等の結果から、「自
分にはよいところがある」と考える児童の割合を前年度より向上
させる。
【取組】「異学年交流」の場を設定し、自他ともに認め合う心を
育めるよう、様々な取り組みを行う。一つ一つの活動において指
導者がねらいをもって実施していく。

【指標】
前年度よりたてわり班活動などの「異学年交流」の場を多く設定
する。
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質問１５ 自分にはよいところがあると思う。(児童)
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